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Summary 
There are about 140 cultivars including the synonyms of taro in ]apan， and they are divid吋
into 15 groups according to the morphological characters. 
This paper is an attempt to id巴ntifythe taro cultivars described in the books on husbandry 
and herbals in the Edo era， inorder to obtain the fundamental data on the introduction， th官
distribution and th官 fat日ofthese cultivars. 'Nihon-nosho-zenshu'， 35 vols. (a complete work 
seriεs on husbandry in the Edo era)巴d.by Tatuo Yamada et al.， pub. by Nδsangyoson-bunkakyo. 
kai in 1977-1989 and 12 herbals in the Edo era were usεd as the works. 
1n the prεsent study， the cultivars with the same name w邑retaken up from the works in which 
they had b巴endescrib告dand the interpretations of their characters wer己comparedwith thos巴
describεd in the literatures cited and the findings of the existing cultivars by the authors. The 
identification of the cultivar and its group was based mainly on thes邑 namesin‘Sosaiengεi 
--kakuron' (a book on details of ]apanese vegetables) written by Saburo Kumazawa， pub. by 
Yokendo in 1967. 
The taro cultivars had b告endescrib巴din 31 out of 125 works examined， the numbers of the 
cultivars being about 80 in total. There were no apparent differences in the numbers of the 
cultivars described in each work between the ages and thεdistincts of production of the works 
or between th巴bookson husbandry and the herbals. 
1n general， the groups with many id巴ntifiedcultivars were as follows: 1) havil1g been used 
toth their corms and petioles for food， 2)having been introduced as 巴a訂rlyas th巴oth児昨巴釘rs，3)b民凶εein
Wl泊d巴elydistributed， 4)showing distil1ct morphological differ芭nc芭s，5) having been clearly de. 
scribed on their morphological characters in the works examined. 
The numbers of the works in which thεidel1tifiεd cultivars had b田ndescrib日dwere 28 on 
Hasu…imo group， 13on TOl1o-imo group， 11011 Egu-imo group， 8 on Hasuba'-imo group， 5 011 
Y呂tsugashiragroup， 2 on Akamεgroup and 1 on each group of Kurojiku， Migashiki al1d Mizo 
l紅10.
2 佐賀大学幾学部数報第72号 (1鈎2)
Th邑cultivarsbelonging to 6 groups， namely， Okinawa-aoguki， Ishikawawas官，Dodar巴，Shoga 
-imo， Binroshin and Tak記noko-imo，had not b田 nd臼scrib官din any works and if any， could not 
make them clear the relationships with the記xistinぢcultivars. However， some cultivars of 12 
groups except for Okinawa-aoguki group， Binroshin group and Tak記noko…imogroup sε巴mto 
hav巴beenintroduced Into J丘panby th巴Edoera， judging from the descriptions in the literatur巴
cited. 
A cultiv昌rbelonging to each group of Hasu-imo， Egu-imo and Yatsugashira had been 
described in the old出tbook on husbandry 'Seiryoki' producεd in Iyo (Ehim告 Prefectur邑)during 
1629 to 1654 and a cultivar of Tδno-imo group don巴 forthe first time in 'Hyakusyo-denki' 
produc巴din Totδmi to Mikawa (Shizuoka Pr告白cturε)by 1688， and a cultivar of Hasuba-imo 
group done in 'Honchoshokkan' publish世din Edo (the City of Tokyo) in 1697. 























































黒川選祐 1684 野間光康編濯州府志 1968 臨JI警高
人見必大 1697 島田勇雄訳本朝食鑑 1978 平凡社
貝原益軒 1701 伊東尾西部校訂筑前国続嵐土記 「福岡県史資料J続第4輯 1988 文
献出版
貝原益軒 1709 自井光太郎考証大和本草 1980 
1712 和漢三才図会刊行委員会編 和漢三才図会 1975 東京美術
貝原主主軒 1714 花譜・菜譜 1973 
越谷苦山 1775 古典資料研究会編物類称、呼 1972 
中村閣斎 1789 頭書増補習1蒙図葉大成 寛文版
小野蘭山 1803-1806 杉本つとむ編本草網目啓蒙 1974 早稲田大学出版部
曽 繋 1804 鹿見島藩蔵版成形図説 1933 富本出版
岩崎潅麗 1830-1844 北村田部監修本草区!譜 1980-1981 向崩合





































なお， 1735-1736年に編纂された f産物帳j(本報では，盛永俊太郎e安田健編著 江戸時代
中期における諸藩の農作物一一割保@元文諸国産物棋一一制を f産物帳jと呼ぶ)では， Iサト














年 {i; 提出 域 総称名 名記載の有無
r斉 良 言己 1629-1654 伊 予 芋，家芋 有
メヱ弘;: 津 農 言警 1684 メ之弘" 津 2子 手ま
議 州 府 iG百五占 1684 山 城 (種類名のみ) 手ま
dz合" 津 E主 著書 開す 録 1684-1709 ぷZ斗;: 津 ラユ ;釘
百 姓 f云 言己 1688以前 遠江・三河 妥いも， ltl_苧 :符
地 7ヨ の 関 書 1688-1703 高己 {苧 ~ 経
護主 業 :i、二h 芸書 1697 い十ヲもー 干害
本 朝 食 鑑 1697 学，果以毛 手ま
筑前回統風土記 1701 筑 前 学 有
ヱ之込三 I章 警E 農 警 1704 立i三h 津 !f. 無
宅井 稼 春 秋 1707 方日 資 (種類名のみ) 有
重量 事 選 芸書 1709 力日 資 塁芋，芋 無
大 京日 本; 主 1709 手ま
車口 漢 才 図 lzエ，_ 1712 有
幕 内 喜量 言葉 記 1713 53 え 津 E霊芋， 芋 無
菜 譜 1714 芋 有
老 農 類 語 1722 対 馬 さ事 無
農 体3 護霊 iE ~c 1723 阿 波 苧，里いも 査亜
椎葉山内農業稼方其外品々番付 1749 B 問 主J主 無
家 業 考 1764--1771 まE せコま~ 芋，いも 無
物 類 称 呼 1775 芋 有
農 業 横 E長 案 内 1777 $(i凡A 吉守 守主 無
稼 穂 1786 備 中 い主Jも主 無
農 事 ナAヤ E各 1787 甲 姿 三子 手ま
私 家 農 業 談 1789 越 中 有
E庭養増補言1蒙図重量 1789 いも 無
開 荒 須 先日 1795 よ 里子 無
本 主事 議関 目 理菩 完努主会て主 1803-1806 当主 有[
成 育3 関 説 1804 伊毛，学 手ま
差是 家 業 状 筆 録 1804-1817 {'jt 予 (種類名のみ) 有
粒 々 学 苦 録 1805 越 後 芋，黒字 干当、
農 家 捷 ィ歪 秒、 1808 下 野 E思芋 無
社 稜 準 縄 録 1815 本目 1実 苧 無
農業談拾遺雑録 1816 越 中 芋 有
稼 事量 考 1817 下 聖子 芋 無
合志郡大津子永田畑諮作目寺候之考 1819 ijE 後 芋 無
山本家百数一切手ま近道 1823 大 ilJ いも，芋l'塁いも 有
E襲 業 主 集 1826 下 総 堅さとい芋も 無
主草 木 撰 樽戸 録 1828 下 総
盟さと芋いも
無
北越新発田領農業年中行事 1830 越 後 E立芋 手ま
本 主 図 E苦 1830-1844 + ヲう二 有
f乍 も の {土 様 1831以前 H i皮 芋， ~豆いも 金正
砂 畠 イ卦世ξ 伝 きロコU 1831 メZヤF介L 前 (種類名のみ) 有
事井 束三 録 1834 二i二 佐 !司芋 無




資 ~4 名 資料成立
サトイモの サトイモの品種
年 イえ 地 域 総称名 名記章誌の有無
産量 要 録 1835 日巴 ~IJ (種類名のみ) 干ま
耕作平指南種稽歎 1837 +石和 狭 芋 無
年 々 種 時 党 最長 1837 キ自 J模 三子 主正
立討す外関筑登之綴雪雲ヒ差是害警 1838 琉 球 (鶴之子) 無
農家年中行事記 1839 越 f変 里芋 無
耕 作 仕 様 重喜 1839-1842 武 蔵 手言
農 業 活芳設ミ予 言1 1840 若 狭 無
農業功者江御関下ケ十ケ1条・ 1841 周 防 (穣類名のみ) 手ま
農 業 自 得 1841 下 野 翠芋， 幸正
家 業 伝 1842 約口 泉 回芋， 無
日包後間耕作閣議 1843 ~B 後 里芋 無
車圭 e. 事井 1' 警 1847 経 中 芋 無
自 家 業 事 日 吉n汗u 1849 毘 橋 .¥il.芋: 無
農 業 年 中 行 者募 1851 局 妨 (種類名のみ) 手言
重量 F主 稽 闘 栄 1855 松 前 (種類名のみ) 手ま
広 益 国 産 考 1859 遠 7工 芋いも， さといも 無
農 稼 附 録 1859 尾 5長 芋 無
精 幾 録 1860 下 総 芋 無
地下掛諸品 f読書 1862 完き 代 芋 無
箪 オミ 図 説 1862 イモ，サトイモ 有
喜重 呉 持I 1865 飛 号車 関学 無
* 信号 溢 古 録 1866 常 縫 学， A震学 有
安j思村幾重警高良筑登之親雪雲上 不明 流 球 (国いも，つんぬく) 無


































































資料名 品 種 名
物 実費 称 i呼Ii語字(女芋)，蓮乎(八ツがしら，暴芋)
農 毒事 弁 絡 If主芋， I嶋芋，とふの芋
私家 農 業 談!自芋，赤芋， J翼芋(蔓ノ子芋)，
水芋
黒字，大学，法螺苧，粟学(蓬芋)，紫芋，

























砂 畠 菜 伝 記 i畏苧〔鶴ノ子(親抱き)，即時いも(南京いも，上座芋))，赤いも，白いも(はすい
も，からし〉も)
農 要 録 i二塁字，赤字




言亀 尾 理署 閤 栄 i白苧














8 佐賀大学農学部重量報 第72号 (1宮92)
第 3表 サトイその品種分類 〔熊津 (1967)23)より一部改変〕
品種群 代表品種 問機異名または類似品穣 {奇数'1主
数 芋 数 予 数芋，稲橋夜来，出雲塩治，とべ芋，河ずいき，河内苧，紀州'1=， !i主 3 x 
芋，美{乍芋，京都2号，楽芋，太芋，綴E事，天王，団子学，盆苧，者
芋，小鳥，泰化苧(上海)
沖縄脅さを 沖縄青茎 沖縄脊茎 I 2 x 
蓮葉芋 早生蓮葉芋 主主築学，蓬苧，衣被，石川王手生，水:子。， 耳主深芋，八幡苧，静岡早生， 3 x 
女王手生，文化芋，弥子行学，黄芋，遼外1，篠倉， 白芋，大土重苦，新郷土
雪量，安行水苧，蓬芋，泰化種B(中国)，台湾出
中生主主薬芋 日間 1号 3 x 
石川平生 石川写生丸 石川早生，EtJ州平生，文久平生，白茎王R苧，尽芋13，鈴J苧，渋)1，襟 3 x 
掛芋，愛媛E手生，丸子芋，栗田， I'築学，高度芋， 1 ;木，臼田早生，熊
野早生，親草壁，鶴の五八幡芋， ~言問平生
石)11早生長 高Iif早当三，京"f-生3号，在来晩生，神玉，東京写生，早生 l本 3 x 
土 垂 平生丸七蚤 六月苧，広島芋，土垂，平生芋，空事残り，大和，弁桁早生，愛知早生， 3 x 
白鳥，平生丸事ジラ，北京A1l4(中限)，どャナン社コマイカル(台
i湾)，早生真芋，撃後
平生長土まま 議薬学， f云俊寺子，親愛，赤山手-，大阪泉南種，南京A(中国)，シカミ 3 x 
芋(台湾)， 鉄砲芋， 百子野芋 E手主主苧
中金丸土君主 学生ごとま量， 京都平主主，小娘， 六月芋， 8学， 自主手生芋， 白茎E手生， 熊 3 x 
野，t:t生土君主，二宮18号，文LU群ラハウ社(台湾)
ヰ1e主長土垂 八重蔵，土査委，熊高郡パーラン社(台湾入北京204(中国)，三三州、1，御E詩， 3 x 
坂本在来，鶴の子，高雄l号(台湾)，上海13(中el))，泰化種(中国)
晩生長土王監 三三保平生，臼芽E手生，白芽晩生，チャマサイ(台湾人ガオガン蕃社(台 I3 x 
湾)，台湾土釜(台湾)，与五郎苧，上底芋，中生真学，円蕃，群蕃，南
渓テキス干土，東勢郡雲山杭ネ土(台湾)
黒 輪出 主義 軸 黒磯， E手生赤芽，赤裸，赤ずいき，朝鮮(朝鮮) 3 x 
水戸泉栴 水戸目黒柄 3 x 
，烏 橋 鳥播(台湾) 3 x 
太 湖 芋 ;太湖蕃マパトワン社，太湖郡北勢害事マピハル社(台湾) 3 x 
赤 芳子 す主 芽 赤芽，鬼赤，大野苧，都芋，沖縄学; 3 x 
大 ゴζコ 大宮(セレベス) 3 x 
自主E主主芽 赤芽系 3 3 x 
ノfンガミユー ロー パンガミユーロー(台湾) 3 x 
黒 3喜赤苦手 主宰て茎赤芽(屋久島) 3 x 
重量 苧 Z重 ヲエ 護苧 2 x 
横榔芯 援 根E ザ，[:、 横榔芯(合湾) 2 x 
t祭 山 芋 棋山群スマホワル社， f築山群リキリキ社(台湾) 2 x 
紅横榔 'l> 紅償榔;t:(台湾) 3 x 
蔚 仲子 厚雪 芋 勝守二，海老芋，機口，猿学，ぽどう芋，麹芋ヲ I笥1R監2~予(台湾)，山形 2 x 
rn芋の芽条変異自f浜寺主の芽条変異
主要 ラ司 一真芋 2 x 
ちに 白菜海老芋，吉浜苧，山形出芋 2 x 
大 E長 自立東， 大頭 2 x 
八つ頭 1¥ てJ E長 八つ頭
自茎八つ頭 白菜八つ頭 2 
みがしき みがしき みがしき 2 x 
ロフト蕃 ロフト蕃(台湾) 2 x 
溝 芋 j袴 ~f-
持〈 日 2 
笥 7予c も7 芋 台湾苧 2 x 




























































































































































































































































清 良 記 I真字








乏I>与え 津 農 警 ヱグ芋
会津農芸書附録 ゑく芋(花咲)
a 姓 伝 言己 ゑごいも
本 車号 食 鑑
本 主 f@ 諮 えく pも
耕作仕様 書 いごいも(花いも)
主事 木 [jgJ 説 ヱグイモ
9.鶴の子
農 業 ?全 重喜 つるの子
資料中の品種
筑前間続風土記 つるの子(大つる，小つる)
大 手口 ヱド 主一事 ツルノコ(大小2品穣)
菜 三口曲問 つるの子(親抱き)
ザルノコイモ ワサイモ
成 青3 殴 説
砂 陸自ヨ 菜 伝記 i鶴ノ子
10. 黒学
必"J:j込= 津 意皇 喜書 黒字
筑前留続風土記 占禁芋
大 不日 ;$: 主 黒芋
菜 吉宮 黒字
私家農業談 黒字
本 単仲 図 言豊 くろし〉も(くろから)
1.大手
清 良 記 大芋
差是 業 全 書 大いも
筑古Ij悶続風土記 大字(ほら学)
大 不口 本 主 大手:(ホラ芋)
菜 議 大字



































































































































ニテ皮ヲ去煮テ乾テ茄ト f食ス 味ヨシ無毒乾菜ノ上品ナリ 其摂〔球根〕甚寒ヲヲソル」


































いるので， 14編の資料のうち10編については， i蓮寺主」を 4蓮芋'と判断した.しかし， r大和本草J
は「蓮芋 iについて， i其葉蓮ノ如ク麗シ 其根〔球根〕闘ニシテ粟ノ如ク 味モ亦クリニ似テ




































































る」と述べている e また，熊湾問は f重修ヱド:事繍自啓蒙jを参考として‘蓮葉芋'について「古く
は自学またははずいも，一名くりいもといって，芋は粟のごとく味よく生煮ともに食すること
ができるとして高く認められたjと記している. ~重修本主主網自宅等蒙j は 1本草網目啓蒙j の本
文中の脱字などを補って刊行されたもので49)，その内容は本資料に用いたf本軍縮自啓蒙jとほ
とんど同じであると考えられる.r本軍縄自啓蒙jには「自芋ノ¥ノ¥スイモ ー名クリイモ
ヨリ短ク 根〔芋〕モ形額二f栗ノ如ク 味モ栗ノ如シ生熱共ニ食フ 葉根共ニ












































した 8編の資料のうち，特性が記述されている 4編の について したが，現
存の品撞・品種群のいずれに相当するか判別できなかった.
『在、家農業談Jでは「真芋jの特性を f越中にて蔓ノ子芋といふハ殊更味すくれてよしjと



























































し.ほら芋と云 i去鎮貝に似たる故也。茎葉〔葉柄と葉身)赤芋に似たり a 茎も食すJと
られている@ ヒ座郡は現在の福関東朝倉郡である.この郡に隣接する嘉穂郡の山間部では‘オオ
イモ'と呼ばれる品種が栽培されている.また，朝倉郡に近い佐賀県鳥期市河内では1940年頃ま















前述のように， 1里芋Jiま， 17世紀以来総称名として用いられているが， r耕稼春秋jその地
























一方， r本軍網目啓蒙jの「野芋JU:， -_.名クハズイモ，イシイモ， ドクイモと呼ばれ，サト





























ヤヅカシライモ ヤツクチ ガミイモ オヤ カクイヅキ
f成形因説jが「八頭芋Jについて「八口とも親せ賀美芋など云 子芋の魁の四努に鹿野Jて























の方言)jと解説している.従って， r清良記Jの「霜芋j(1露芋j) を‘蓮寺主'と判断した e





















た，明治時代以降の文献中にもみられない.ただ9 下J139) {ど赤芽芋'を一名‘芽赤芋， (伊畿地方)
と記し，石井14)もほぼ同様に記述している.また，高知県出身の牧野は『増訂草木図説Jのなか


































































とし，磨寺主群に属するものと判断した. また， r紫芋jも唐芋群と判断した e 従って， r連禅
芋jを‘大芋'と判断しでも誤りではないように思われる@
ツボイモ ウウ ハタケノ ヒトトコロ ツボホリクボメオヤイモ
「穴芋Jについて， r成形図説Jは「植る時間中を一所づっ穴を掘寵て母魁〔撞芋〕を





ツボ ;t1)クポメ オヤイモ オク




























































































































































































































































































































佐 とくいも越後jの「一種」として「上州 下総等の河の中或泥池の中に生す 葉の形青芋
に似て根〔飽枝〕白く竹の如く 末〔その先端〕に芽を出し細長の塊りをなす これまた
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第 5表 幾重喜・本草書類に記載されているサトイモの品積と現存品種群との関係
資料成立 現 存 品 種 群
資 料 名
年 代 地域 義史 子 蓮葉芋 ?里 事自 持、 穿 理雪 ヨ二
清 良 記 1629-1654 伊 予鶴芋
ぷヱ〉ミ 津 農 警 1684 ぷユミ， 津ヱグT-
議 州 府 j色 1684 山 域
会 i章農寄附録 1684-1709 1足2当Z恥 津ゑく芋(花咲)
Ei 姓 伝 記 1688以前 若宮工・ヨ可
ゑごいも，嶋いも， とうのいも
脅から
書主 業 全 重喜 1697 
本 朝 食 霊童 1697 |鮮， 脊芋 索芋
筑前i国統風土記 1701 筑 前 業芋 大芋(1まら苧)
耕 稼 春 秋 1707 力E 費
麿ノ芋(麿の芋，赤
すいき)
大 和 本 宅草 1709 主主芋(粟芋) 大芋(ホラ芋)
和漢 才盟会 1712 青芋(姦芋， 2種類) 粒芋 麿芋
3震 言費 1714 くりいも(はす芋) 大芋(法皇軍苧)
物 類 称、 呼 1775 管字(女苧)
E量 き喜 弁 略 1787 fjl 斐






成 形 Il! 設 1804 | 言併叫:ヱま寄グイ芋司モE，(崎一島芋3シν奄卵イJをを) 粟芋 者オム〆頭ド"芋イモ
農家業状筆録 1804-1817 伊 予
粒々辛苦録 1805 越 後
農業談拾遺雑録 1816 越 仁ド
山本家百姓一切有近道 1823 ↓ ノ¥ 和
i七越新発田鎖農業年中1'事 1830 越 後 とう芋
いも f古hゃく巣くハ芋う(くりいい 紫し芋う(あかいも，と
本 草 図 議 1830-1844 とし》も，1ま うのいも，あかか
たけいも，あおから) ら)
砂畠菜伝記 1831 汎昨 前
長崎いも(南京い
も， 上座芋)
農 要 録 1835 経 前
耕作仕様書 1839-1842 炉"!、、
蔵 i'ごいも(花いも) 集いも(小いも，投 とうの芋，赤から
黒) 芋
農業ガj者江御関下ケ|ケ篠 1841 }奇 防
農業年中行事 1851 淘 前
亀臨時葬関栄 1855 松 前
草 木 関 説 1856-1862 ヱグイモ，*イモ ヤマトイモ{-Yiサ} タウノイモL紫芋)
菜関滋詰i 録 1866 常 陸
宮崎.a代:江戸時代の産主主審及び本主主芸書類に記載されているサトイモの品穏及び品種群について 31 
末 半IJ 申j ロロ 種
八つ議 みがしき j蕎 予 遂 三枠ヨニ











白芋(1者芋) }子， 脊芋， 黒芋，赤字，聖子苧
得Iすい芋もi ら， 粟《りい芋もj 
白字，嶋苧， とふの芋
白芋，赤字事苧(蔓ノ子'1')，青芋，黒字，大字，法螺苧，紫苧，水苧
台芋(ハスイモ， ;1 真芋，聖子学[Aloc国間間ヨcrorrhiza Schott] 
リイモ)
ぜ話1¥長通頭守義j字も手(八 ι Z誕








き7うL灼面ん芋ヲ( っかし τ水τ芋τ一(ミ一ついも，ミ 、J くろいも(くろから)， l!r芋( しいも， くはすいも，とくいも)











ヤツずンラ(九日吉芋) ハスイモ(自芋) マイモ，ヰヤセタゲ司ヱグナ1，;1 Jr 1モ(機器語字)
!学芋，蓮苧














































































ける確かな品種数について記した資料はない e ただ，江戸時代前期の f会津農書iは4品種を































以下のようなものであった e すなわち， 1) 
し， 4)形
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